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「地域における公益的な取組」の実施が、社会福祉法人の責務となっており、
今後も、地域の福祉ニーズ等を踏まえつつ、社会福祉法人の自主性、創意工
夫による多様な地域貢献活動を行っていく予定です。

苅田町社会福祉法人連絡会には、 苅田事業協会、 光和苑、 
白寿会、苅田町社会福祉協議会の4法人（平成３０年３月現在）が
加盟しています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ボランティアグループ
「子育てママ支援隊にじいろ」が
毎月一度「こどもの台所」を

開催しています‼
苅田町社会福祉法人連絡会は
地域貢献活動として
「こどもの台所」の支援をしていきます!

http://nijiirochildcare.web.fc2.com/

http://nijiirochildcare.blog.fc2.com/

にじいろホームページ

にじいろブログ

にじいろLINE

　「こどもの台所」とは、子ど
も自身が食事を作る力を身につ
けて、子ども達に調理方法や食
べることの大切さ、みんなで食
べることの暖かさを伝えようと
「にじいろ」が１年半前から取
り組んでいる活動です。
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福岡県立大学不登校・ひきこもりサポートセンター（不登校・ひきこもりに関する相談）　0947－42－1346 苅田町消費生活相談窓口　093－434－3352　9：00～17：00（月・水・金）

超高齢社会をむかえ、日々の暮らしで支援を必要とする人が増え
ております。年齢や障害の有無に関わらず、すべての人が、住み慣
れた地域で安全で安心して暮せる為の福祉活動が重要になっていま
す。しかしライフスタイルの多様化、核家族化の進展で地域住民が
どの様に「支え・支えられる」を育んでいけばよいのか、地域の課
題解決が難しくなっている現状です。

地域の皆さんと行政、地域包括支援センターや様々な関係機関と
共に協働し、苅田町に住んでよかったと思われる地域を社会福祉協
議会は、住民の福祉向上のため全力で取り組む所存です。

住民主体の地域社会づくりをめざす

苅田町社会福祉協議会
会 長　林　 浩 二

平成３０年３月８日（木） １０：００～ 
中央公民館にて小地域福祉活動推
進地区連絡会を開催いたしました。

まず初めに、 福岡県社会福祉協
議会 地域課 岡山氏より 「地域共生
社会について」 をテーマに講話頂き

ました。 講話より「地域共生社会とは、 高齢化や人口減少により日
常生活におけるつながりが弱まってきている中で、 ①誰もが役割
を持ち、 ②お互いが配慮し存在を認め合い、 ③時に支え合う事で、
孤立せずにその人らしい生活を送る事ができるような社会を再構
築していく事です。地域共生社会では “人と人、 人と資源とのつな
がり” を見つめ直し、 福祉や医療だけでなく、 産業や観光等の多
分野で協働しながら、 地域の課
題や制度の狭間の問題を解決し
ていく社会を目指しています。」

講話の後は、29年度のふり返り
や30年度の考え方について、社協
より説明を行い終了しました。

福祉用具を取扱っております。ベストケア行橋です。
皆様の生活をより安全に安心して送れるように
サポートさせて頂いております。
気軽に御問い合わせ下さい。

〈介護保険サービス〉
 ・福祉用具販売
 ・福祉用具レンタル
 ・住宅改修

Evah
  L i f e ベストケア行橋

（0930）26－3433
〈住宅改造・リフォーム〉

福祉用具
レンタル
販売
住宅改修

電動カート
車いす
ベッド

自動排泄
処理装置
階段昇降機
などなど

手すり
歩行器
杖

スロープ

見てみたい！
使ってみたい
何だろう？

行橋営業所

行橋市東大橋4－10－1
TEL：0930ー28ー8591

快適じゃ

まずはご気軽にご相談下さい。
お試しもできます！！

株式会社 クローバー

平成２９年度
小地域福祉活動推進地区連絡会を

開催しました。

平成30年度 小地域福祉活動の考え方について

１． 地域の福祉問題を把握・共有・解決していくために
　　① 支え合い会議の開催にご協力下さい。
　　② ニセ電話詐欺や訪問販売等の悪徳商法についての学習会を開催しましょう。

２． よりよい活動にしていくために
　　① 他地区と交流をしましょう。
　　② 世代間交流をしましょう。

３． サロンに来られない方の居場所や役割を作りましょう
４． お宝（意識しないで行っている支え合い）探しにご協力下さい
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平成30年度 苅田町社会福祉協議会事業計画
今年度は、次の重点事業を中心に地域福祉を推進していきます。

１人ひとりの生活を
　　　支える体制づくり

■ 生活支援体制整備事業の推進
　 第２層協議体（小学校区エリアを想定）をつくり、
　 地域課題についての住民の話し合いをすすめます。

■ 福岡ライフレスキュー事業の実施
　 生活困窮にある方の支援に取り組みます。

■ 小地域福祉活動の推進
　 お宝（何気ない地域の支え合い）を推進地区を通
　 じて探していき、その大切さを多くの人に伝えま
　 す。また、地区ごとで「支え合い会議」として、個
　 別の問題について話し合う場を積極的に設けます。

■ 成年後見制度利用促進施策の積極的参加
　 成年後見に関する計画策定に積極的に関わり、社
　 協の役割を明確にしていきます。

■ ケアプランサービス特定事業所加算Ⅱ取得
　 人員の充実を図り特定事業所としての機能を高め
　 ていきます。

地域を支える人づくり
■ ボランティアセンター事業の推進
　 ボランティア活動について、地域に対する
　 ＰＲを強化します。

■ 学校における福祉教育の充実
　 学校の児童生徒に、より効果的な福祉教育
　 のプログラムを充実させていきます。

■ SOS徘徊ネットワーク活動への協力
　 捜索時にメール連絡で協力してくれる地域
　 住民の協力員登録を強化します。

■ 職員研修の充実
　 地域住民などに対する事業説明や啓発業務
　 における職員のスキルアップに努めます。

■ 社協会員の増強と社会福祉大会の充実
　 主に企業会員の加入促進を理事会を中心に
　 すすめます。また社会福祉大会を会員総会
　 として位置づけ、内容の充実に努めます。

活動
目標

活動
目標 安心して暮らせる

地域づくり
■ 「第４次地域福祉活動計画」策定
　 町と共同して、２０１９年度～２３年度
　 の地域福祉事業・活動について、地域
　 住民を中心として計画します。

■ 社会福祉法人連絡会活動の充実
　 子ども食堂支援を継続しながら、さらに連絡会として
　 の地域貢献の実践を強化します。

■ くすの木作業所 LAPAN の売上拡大、工賃アップ
　 アドバイザー指導による製造販売の見直しや新商品開
　 発、販売ルートの拡大をすすめます。

社協として平成30年度は以下の内容に重点を置き、小地域福祉活動を推進していきます。
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このページに関する申込み問合せ：苅田町社会福祉協議会　TEL093－434－3641　FAX093－434－4343 福岡県子育て女性就職支援センター　093－571－6440
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回
の
学
習
会

が
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
る
き
か
っ
け

に
な
れ
ば
。」
と
の

事
で
し
た
。

学
習
会
の
後
は
参

加
者
の
皆
さ
ん
で
一

緒
に
食
事
を
囲
み
和

や
か
な
雰
囲
気
で
今

回
の
サ
ロ
ン
は
終
了

し
ま
し
た
。

認
知
症
ケ
ア
学
習
会

新
津
区

谷
区
Ｓ
Ｏ
Ｓ
徘
徊
模
擬
訓
練

　
　
　
　
　
〜
ペ
ー
パ
ー
訓
練
〜

谷
区

３
月
18
日
（
日
）
谷
区
公
民
館
で
ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
白

川
園
介
護
部
長
の
上
村
氏
を
講
師
に
、
谷
区
独
自

の
『
Ｓ
Ｏ
Ｓ
模
擬
訓
練
〜
ペ
ー
パ
ー
訓
練
〜
』
を

行
い
ま
し
た
。

模
擬
訓
練
で
は
、
決
ま
り
ご
と
を
前
も
っ
て
決
め

て
お
く
事
の
必
要
性
や
、
仮
に
行
方
不
明
に
な
っ
て

も
早
期
発
見
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
の
重
要
性

を
学
び
ま
し
た
。「
谷
区
は
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
の

で
、
山
の
入
口
に
見
守
り
カ
メ
ラ
が
あ
る
と
助
か
る

ね
」
と
参
加
者
か
ら
具
体
的
な
意
見
や
提
案
も
あ
が

り
ま
し
た
。

谷
区
民
生
委

員
の
入
江
学
さ

ん
は
「
か
か
わ

り
を
持
っ
て
い

く
こ
と
が『
絆
』、

こ
れ
か
ら
も
顔

の
見
え
る
関
係

づ
く
り
に
つ
と

め
た
い
」
と
話

し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

３
月
３
日（
土
）港
区
公
民
館
に
て
ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
職
員
に
よ
る
『
健
康
長
寿
』
の
お

話
し
と
、
ご
近
所
で
の
日
常
の
お
つ
き
あ
い
の
大
切

さ
を
再
確
認
す
る
た
め
の『
お
宝
探
し
』を
し
ま
し
た
。

健
康
長
寿
の
話
し
で
は
、
３
つ
の
秘
訣
と
し
て
『
栄

養
』『
体
力
』『
社
会
参
加
』
に
つ
い
て
や
、
要
介
護
状

態
に
至
る
悪
循
環
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。『
お
宝
探

し
』
で
は
、
港
区
に
あ
る
『
日
常
の
お
つ
き
あ
い
』
を

み
な
で
出
し
合
い
、
ど
ん
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
発
表
し
ま
し
た
。
体
操
や
カ
ラ
オ
ケ
・
軒
先
に

人
が
集
ま
っ
て
等
、
様
々
な
交
流
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
様
々
な
交
流
の
一
つ
ひ
と
つ
が
支
え
合
え
る
地

域
を
作
っ
て
い
る
事
を
皆
で
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し

た
。最

後
に
、
皆
で

お
弁
当
を
食
べ
ま

し
た
。
お
し
ゃ
べ

り
が
弾
む
、
と
て

も
楽
し
い
ひ
と
時

で
し
た
。
こ
う
い

う
楽
し
い
ひ
と
時

を
地
域
の
中
に

作
っ
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
健
康
長
寿

の
秘
け
つ
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

小地域福祉活動で
　  「人にやさしい町」を作ろう!

災害復旧ボランティア養成講座！
今、楽しく学んで、いざという時
　　　　　  『誰かのために活躍できる人』になる

3月10日、 一般社団法人九州防災パートナーズ藤澤健
児さんを講師にお招きして「災害復旧ボランティア養成講
座〈2日目〉」を開催いたしました !

受講者は 「防災グッズ」の作成に挑戦しました。「グルー
プで製作し、 助けあう事の重要性を再確認でき良かった !」 
との意見をいただきました !

また、 受講者の大半がメー
ル登録をし、 いざという時に
助け合えるネットワークがひ
とつ増えました !

学校で福祉の勉強をお手伝いしてくださる
ボランティアの方を募集しています！

平成30年度  福祉教育サポートボランティア養成講座

福祉教育サポートとは？
　苅田町社会福祉協議会では、町内の学校
で、子ども達が福祉について理解を深める
ことを目的に、車いす体験等の福祉教育を
実施しています。
　福祉教育の授業を進めるにあたって多く
の協力者が必要です。
　福祉教育の授業をサポートしてくださる
方の養成講座を兼ねた研修会を実施いたし
ますので、ご興味のある方は
ぜひご参加ください。

平成３０年５月１１日（金）
１０：００～１２：００
パンジープラザ　集団健診指導室
福岡県地域介護実習・普及センター職員
●福祉教育サポートボランティアに
　ついて
●車いすの使い方について
●アイマスク介助体験

福祉教育サポート
　　　ボランティア研修会

日 程
時 間
会 場
講 師
内 容

苅田町社会福祉協議会
TEL ０９３－４３４－３６４１

サポートボランティア活
動中の写真です。車いす
体験等の時に、生徒が安
全に体験できるようにサ
ポートしています。

ボランティアセンターだより

問合せ・申込先
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日
常
の
お
つ
き
あ
い
を
大
切
に
!

港
区

３
月
13
日
（
火
）
新
津
区
公
民
館
で
ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
小
波

瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
館
長
の
長
谷
川
氏
を
講

師
に
『
認
知
症
ケ
ア
学
習
会
』
を
行
い
ま
し
た
。

学
習
会
よ
り
「
認
知
症
は
脳
の
病
気
で
、
発
症
し

て
し
ま
う
と
新
し
い
記
憶
を
留
め
て
お
く
事
が
苦
手

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
つ
い
さ
っ
き
食
べ
た
ご

飯
の
事
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
散
歩
の
途
中
で
道

が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
認
知
症
の
症
状

は
人
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
無
理
に
思
い
出
し
て

も
ら
お
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
方
を
不
安
に

さ
せ
な
い
よ
う
な
声
か
け
を
す
る
事
が
大
切
で
す
。

認
知
症
は
誰
で
も
発
症
す
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で

す
が
、
周
囲
の
理
解
と
協
力
が
あ
れ
ば
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
早

期
発
見
を
す
る
事
で

進
行
を
遅
ら
せ
る
事

も
で
き
る
病
気
で

す
。
今
回
の
学
習
会

が
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
る
き
か
っ
け

に
な
れ
ば
。」
と
の

事
で
し
た
。

学
習
会
の
後
は
参

加
者
の
皆
さ
ん
で
一

緒
に
食
事
を
囲
み
和

や
か
な
雰
囲
気
で
今

回
の
サ
ロ
ン
は
終
了

し
ま
し
た
。

認
知
症
ケ
ア
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習
会

新
津
区

谷
区
Ｓ
Ｏ
Ｓ
徘
徊
模
擬
訓
練

　
　
　
　
　
〜
ペ
ー
パ
ー
訓
練
〜

谷
区

３
月
18
日
（
日
）
谷
区
公
民
館
で
ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
白

川
園
介
護
部
長
の
上
村
氏
を
講
師
に
、
谷
区
独
自

の
『
Ｓ
Ｏ
Ｓ
模
擬
訓
練
〜
ペ
ー
パ
ー
訓
練
〜
』
を

行
い
ま
し
た
。

模
擬
訓
練
で
は
、
決
ま
り
ご
と
を
前
も
っ
て
決
め

て
お
く
事
の
必
要
性
や
、
仮
に
行
方
不
明
に
な
っ
て

も
早
期
発
見
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
の
重
要
性

を
学
び
ま
し
た
。「
谷
区
は
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
の

で
、
山
の
入
口
に
見
守
り
カ
メ
ラ
が
あ
る
と
助
か
る

ね
」
と
参
加
者
か
ら
具
体
的
な
意
見
や
提
案
も
あ
が

り
ま
し
た
。

谷
区
民
生
委

員
の
入
江
学
さ

ん
は
「
か
か
わ

り
を
持
っ
て
い

く
こ
と
が『
絆
』、

こ
れ
か
ら
も
顔

の
見
え
る
関
係

づ
く
り
に
つ
と

め
た
い
」
と
話

し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

３
月
３
日（
土
）港
区
公
民
館
に
て
ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
職
員
に
よ
る
『
健
康
長
寿
』
の
お

話
し
と
、
ご
近
所
で
の
日
常
の
お
つ
き
あ
い
の
大
切

さ
を
再
確
認
す
る
た
め
の『
お
宝
探
し
』を
し
ま
し
た
。

健
康
長
寿
の
話
し
で
は
、
３
つ
の
秘
訣
と
し
て
『
栄

養
』『
体
力
』『
社
会
参
加
』
に
つ
い
て
や
、
要
介
護
状

態
に
至
る
悪
循
環
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。『
お
宝
探

し
』
で
は
、
港
区
に
あ
る
『
日
常
の
お
つ
き
あ
い
』
を

み
な
で
出
し
合
い
、
ど
ん
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
発
表
し
ま
し
た
。
体
操
や
カ
ラ
オ
ケ
・
軒
先
に

人
が
集
ま
っ
て
等
、
様
々
な
交
流
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
様
々
な
交
流
の
一
つ
ひ
と
つ
が
支
え
合
え
る
地

域
を
作
っ
て
い
る
事
を
皆
で
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し

た
。最

後
に
、
皆
で

お
弁
当
を
食
べ
ま

し
た
。
お
し
ゃ
べ

り
が
弾
む
、
と
て

も
楽
し
い
ひ
と
時

で
し
た
。
こ
う
い

う
楽
し
い
ひ
と
時

を
地
域
の
中
に

作
っ
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
健
康
長
寿

の
秘
け
つ
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

小地域福祉活動で
　  「人にやさしい町」を作ろう!

災害復旧ボランティア養成講座！
今、楽しく学んで、いざという時
　　　　　  『誰かのために活躍できる人』になる

3月10日、 一般社団法人九州防災パートナーズ藤澤健
児さんを講師にお招きして「災害復旧ボランティア養成講
座〈2日目〉」を開催いたしました !

受講者は 「防災グッズ」の作成に挑戦しました。「グルー
プで製作し、 助けあう事の重要性を再確認でき良かった !」 
との意見をいただきました !

また、 受講者の大半がメー
ル登録をし、 いざという時に
助け合えるネットワークがひ
とつ増えました !

学校で福祉の勉強をお手伝いしてくださる
ボランティアの方を募集しています！

平成30年度  福祉教育サポートボランティア養成講座

福祉教育サポートとは？
　苅田町社会福祉協議会では、町内の学校
で、子ども達が福祉について理解を深める
ことを目的に、車いす体験等の福祉教育を
実施しています。
　福祉教育の授業を進めるにあたって多く
の協力者が必要です。
　福祉教育の授業をサポートしてくださる
方の養成講座を兼ねた研修会を実施いたし
ますので、ご興味のある方は
ぜひご参加ください。

平成３０年５月１１日（金）
１０：００～１２：００
パンジープラザ　集団健診指導室
福岡県地域介護実習・普及センター職員
●福祉教育サポートボランティアに
　ついて
●車いすの使い方について
●アイマスク介助体験

福祉教育サポート
　　　ボランティア研修会

日 程
時 間
会 場
講 師
内 容

苅田町社会福祉協議会
TEL ０９３－４３４－３６４１

サポートボランティア活
動中の写真です。車いす
体験等の時に、生徒が安
全に体験できるようにサ
ポートしています。

ボランティアセンターだより

問合せ・申込先
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無
料
相
談
案
内（
30
年
５
月
分
）

★
社
協
心
配
ご
と
相
談（
毎
週
火
曜
日
）

・ 

日
　
時
　
５
月
１
日（
火
）・
８
日（
火
）・

　
　
　
　
　  

　
15
日（
火
）・
22
日（
火
）

　
　
　
　  

９：30
〜
11：30

・ 

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
相
談
室
２

・ 

相
談
員
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

　
　
　
　   

人
権
擁
護
委
員
、 

行
政
相
談
員

・ 

当
日
の
電
話
相
談
　
℡ 

０
９
０
ー
４
９
９
３
ー
３
６
４
１

★
身
体
障
害
者
心
配
ご
と
相
談

・ 

日
　
時
　
５
月
１
日（
火
）　
13：30
〜
16：00

・ 

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
相
談
室
１

・ 

相
談
員
　
苅
田
町
身
体
障
害
者
相
談
員
３
名

★
社
協
法
律
相
談

・ 

日
　
時
　
５
月
７
日（
月
）　
13：30
〜
16：10

・ 

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
相
談
室
１

・ 

相
談
員
　
弁
護
士
　
　・相
談
時
間
　
20
分
間

・ 

予
約
受
付
は
　
５
月
１
日（
火
）　
午
前
８：30
〜

　
　
　
　
　  

　（
先
着
８
人
ま
で
）

※
 

苅
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　 （
℡ 

０
９
３
ー

４
３
４
ー

３
６
４
１
）

★
介
護
ホ
ッ
と
相
談

・ 

日
　
時
　
５
月
12
日（
土
）　
10：30
〜
12：00

・ 

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
相
談
室
１

・ 

相
談
員
　
介
護
体
験
者

★
相
続・成
年
後
見・多
重
債
務
相
談

・ 

日
　
時
　
５
月
16
日（
水
）　
10：00
〜
12：00

・ 

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
相
談
室
２

・ 

相
談
員
　
司
法
書
士
　
　・相
談
時
間
　
25
分
間

・ 

予
約
受
付
は
　
５
月
７
日（
月
）　
午
前
８：30
〜

　
　
　
　
　  

　（
先
着
５
人
ま
で
）

※
 

苅
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　 （
℡ 

０
９
３
ー

４
３
４
ー

３
６
４
１
）

★
京
築
地
区
福
祉
施
設
職
業
紹
介

・ 

日
　
時
　
５
月
18
日（
金
）　
10：00
〜
12：00

・ 

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
相
談
室
１

・ 

問
合
わ
せ
先
　
京
築
地
区
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　 

　
　
　
　
　 （
℡ 

０
９
３
０
ー
２
３
ー
８
４
９
５
）

お
知
ら
せ

■ 

す
て
き
に
火
曜
日
サ
ロ
ン

日
　
時
　
４
月
17
日（
火
）　
10：00
〜
12：00

場
　
所
　
小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
歴
史
つ
れ
づ
れ

講
　
師
　
塩
塚  

誠 

先
生

＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊

■ 

認
知
症
予
防
脳
ト
レ
教
室

日
時
等
　
４
月
1９
日（
木
）　
10：00
〜
11：30

　
　
　
　
三
原
文
化
会
館
２
階 

大
会
議
室

内
　
容
　
認
知
症
予
防
に
効
果
的
な
体
操
や
レ
ク

　
　
　
　
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

対
　
象
　
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
無
料
　
申
込
不
要

そ
の
他
　
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が

　
　
　
　
あ
り
ま
す
。 

　
　
　
　
社
協
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

主
　
催
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
な
み
ず
き

＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊

■ 

希
色
カ
フ
ェ

　
〜
発
達
障
が
い
の
子
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
　 

家
族
の
語
り
場
〜

日
　
時
　
４
月
21
日（
土
）　
14：00
〜
16：00

　
　
　
　※

毎
月
第
４
土
曜
日

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
福
祉
団
体
室

対
　
象
　
高
機
能
Ａ
Ｓ
Ｄ（
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ

　
　
　
　
ム
症
）、 

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ（
注
意
欠
陥
・
多
動

　
　
　
　
症
）、 

Ｌ
Ｄ（
学
習
症
）な
ど
の
子（
年
齢

　
　
　
　
不
問
）を
も
つ
家
族（
未
診
断
で
も
大
丈

　
　
　
　
夫
で
す
）

参
加
費
　
無
料  （
申
込
不
要
）

■ 

カ
フ
ェ
さ
く
ら

日
　
時
　
５
月
12
日（
土
）　
10：30
〜
12：00

会
　
場
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

内
　
容
　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、 

介
護
者
Ｏ
Ｂ
の

　
　
　
　
方
や
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
住
民
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
が
、 

コ
ー
ヒ
ー
や
お
菓
子
を
楽
し
み
な
が
ら

　
　
　
　
交
流
す
る
カ
フ
ェ
で
す
。 

楽
し
い
ひ
と
時
を

　
　
　
　
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

対
　
象
　
認
知
症
の
方
、  

介
護
者
の
方
、

　
　
　
　
関
心
の
あ
る
方

参
加
費
　
１
０
０
円

そ
の
他
　
４
人
以
上
の
場
合
の
み
要
申
込

主
　
催
　
介
護
を
考
え
る
会「
な
の
花
」

＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊

■ 

あ
お
ぞ
ら
パ
ー
ク

  ※

P5
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
に
掲
載

 特別養護老人ホーム　 白川園  

（代表）  T E L 0930-23-7117

白川園ショートステイ   　　    

T E L 0930-23-7117

白川園デイサービスセンター   

T E L 0930-23-8623

白川園相談センター  

T E L 0930-23-8650

苅田町包括支援センターしらかわ

T E L 0930-23-7227

※白川園ホームページに　　→→→
　QＲコードからアクセスしてね！

※介護の勉強がしたい方、介護の仕事に就きたい方もお気軽に相談して下さい。

お気軽に相談して下さい
相談してよかった！
と思える対応
を致します。

社会福祉法人
白寿会

介護に疲れ
ちゃった

介護制度につ
いて教えて

ストレスで
いっぱい

良い施設に
入所したい

将来が不安

コレって、
虐待？

ソファーください‼

特別養護老人ホーム 白川園
℡ 0930ー23ー7117　担当：フルカド

ご自宅で使わなくなったソファーを当施設で活用
させて下さい。施設内の憩いの場に設置させて頂
きます。できれば、２人掛け以上を希望します。
支援して頂ける方は下記までご連絡下さい。

寒
か
っ
た
冬
も
よ
う
や
く

終
わ
り
を
告
げ
、
在
処
よ
っ

て
け
ば
ぁ
の
庭
に
も
お
花
が

咲
き
始
め
ま
し
た
。

今
回
は
在
処
で
の
一
日
を

紹
介
し
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
元
気
に
来
処
さ
れ
る
利
用

者
さ
ん
の
笑
顔
に
ス
タ
ッ
フ

も
ほ
っ
こ
り
。
利
用
者
さ
ん
と
会
話
を
し
な
が
ら
表
情
や
様
子

を
見
て
体
調
を
確
認
し
ま
す
。

体
調
を
確
認
し
た
ら
簡
単
な
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
す
。

入
浴
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
入
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
個
別
入

浴
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

昼
食
は
在
処
で
調
理
し
た
温
か
い
食
事
を
摂
っ
て
頂
き
な
が

ら
、「
皆
で
食
べ
る
と
美
味
し
い
ね
」
と
楽
し
そ
う
な
会
話
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
作
品
作
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
さ
ん
と
の
交
流
、

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
や
つ
を
食
べ
た
り
、
懐
か
し
い
歌
や
昔
話
を
し
て
い
る
う

ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
帰
り
の
時
間
に
な
り
ま
す
。

「
ま
た
ね
。
楽
し
か
っ
た
よ
。」
と
笑
顔
で
帰
ら
れ
る
ご
利
用

者
さ
ん
に
ス
タ
ッ
フ
も
笑
顔
で
見
送
り
ま
す
。

在
処
の
一
日
は
こ
の
よ
う
に
し
て
終
わ
り
ま
す
。

在
処
よ
っ
て
け
ば
ぁ
は
い
つ
で
も
気
楽
に
立
ち
寄
っ
て
頂
き
、

介
護
の
相
談
や
、
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

四
十
年
前
、
二
十
人
位
で
始
め
た
生
け
花
で
し
た
が
、

先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
り
、
他
へ
移
住
し
て
い

か
れ
る
方
な
ど
が
い
て
段
々
人
数
が
減
り
、
現
在
は
四

名
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
西
町
の
公
民
館
に
集
ま
り
、
お
花
を
生

け
る
？
と
い
う
よ
り
お
茶
を
飲
み
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
、
色
々
な
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

毎
回
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

在
処
よ
っ
て
け
ば
ぁ

社会福祉法人

〒800－0337　福岡県京都郡苅田町大字稲光1225
TEL　0930－23－5885　FAX　0930－23－5899
Eーmail　honbu@kouwaen.or.jp　http://www.kouwaen.or.jp
苅田町 障害者支援施設  苅田学園

特別養護老人ホーム  いなみつ苑
総合支援センター（相談支援事業）
認知症対応型グループホーム  かすみそう

行橋市
スタッフ募集中！！　見学・相談・利用、入居申込等　お気軽にお問い合わせください。

高齢者複合型施設　おおはし苑（特養・有料・小規模多機能）

グループホーム  いなみつ
託児所　さくらんぼ
パン工房　パンの樹

光和苑
介護付有料老人ホーム

相談においで下さい。

小波瀬

JR小波瀬駅前通  （与原3－8－10）
全３３室 （18㎡）・ 敷金不要
３フロアでの （個別介護） 体制

電話0930－23－8181

楽
し
く
生
け
花
の
意
味
づ
け（
効
用
）

● 

新
し
い
情
報
を
仕
入
れ
る
事
が
で
き
る 

↓ 

情
報
交
換

● 

公
民
館
に
行
っ
て
お
喋
り
す
る
の
が
楽
し
み 

↓ 

引
き
こ
も
り
予
防

● 

お
喋
り
を
す
る
こ
と
で
脳
ト
レ
に
な
る 

↓ 

認
知
症
予
防

「
楽
し
く
生
け
花（
お
喋
り
会
）」

西町区地域のお宝み～つけた

お
宝
（
日
常
の

交
流
）
を
探
し

て
い
ま
す
。

情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

皆さん、こんにちは。介護の仕事に携わる人た
ちを中心に、認知症介護の質の向上を目指した勉
強を行っている私たちハピネスは、平成２８年４月１
日の発足以降、少しずつ仲間を増やしながら、こ
の度３年目の春を迎えました。平成３０年度第一回
の開催は５月です !

介護職として成長したいと感じているあなた。新
年度、一緒に新しいことにチャレンジしてみません
か？ ご連絡お待ちしています !

苅田町認知症ケア専門推進委員会『　　　  』ハピネス

お問い
合わせ

白川園　担当：カミムラ　０９３０－２３－７１１７
博愛苑　担当：イカガワ　０９３－４３６－０７４３
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自殺予防　いのちの電話　0120－738－556　毎月10日（フリーダイヤル）24時間無料です ※子どものいるご家庭の困り事は　　子ども支援オフィス （行橋オフィス）  0930－26－7710

無
料
相
談
案
内（
30
年
５
月
分
）

★
社
協
心
配
ご
と
相
談（
毎
週
火
曜
日
）

・ 

日
　
時
　
５
月
１
日（
火
）・
８
日（
火
）・

　
　
　
　
　  
　
15
日（
火
）・
22
日（
火
）

　
　
　
　  
９：30
〜
11：30

・ 

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
相
談
室
２

・ 

相
談
員
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

　
　
　
　   

人
権
擁
護
委
員
、 
行
政
相
談
員

・ 

当
日
の
電
話
相
談
　
℡ 

０
９
０
ー
４
９
９
３
ー
３
６
４
１

★
身
体
障
害
者
心
配
ご
と
相
談

・ 

日
　
時
　
５
月
１
日（
火
）　
13：30
〜
16：00

・ 

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
相
談
室
１

・ 

相
談
員
　
苅
田
町
身
体
障
害
者
相
談
員
３
名

★
社
協
法
律
相
談

・ 

日
　
時
　
５
月
７
日（
月
）　
13：30
〜
16：10

・ 

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
相
談
室
１

・ 

相
談
員
　
弁
護
士
　
　・相
談
時
間
　
20
分
間

・ 

予
約
受
付
は
　
５
月
１
日（
火
）　
午
前
８：30
〜

　
　
　
　
　  

　（
先
着
８
人
ま
で
）

※
 

苅
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　 （
℡ 

０
９
３
ー

４
３
４
ー

３
６
４
１
）

★
介
護
ホ
ッ
と
相
談

・ 

日
　
時
　
５
月
12
日（
土
）　
10：30
〜
12：00

・ 

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
相
談
室
１

・ 

相
談
員
　
介
護
体
験
者

★
相
続・成
年
後
見・多
重
債
務
相
談

・ 

日
　
時
　
５
月
16
日（
水
）　
10：00
〜
12：00

・ 

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
相
談
室
２

・ 

相
談
員
　
司
法
書
士
　
　・相
談
時
間
　
25
分
間

・ 

予
約
受
付
は
　
５
月
７
日（
月
）　
午
前
８：30
〜

　
　
　
　
　  

　（
先
着
５
人
ま
で
）

※
 

苅
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　 （
℡ 

０
９
３
ー

４
３
４
ー

３
６
４
１
）

★
京
築
地
区
福
祉
施
設
職
業
紹
介

・ 

日
　
時
　
５
月
18
日（
金
）　
10：00
〜
12：00

・ 

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
相
談
室
１

・ 

問
合
わ
せ
先
　
京
築
地
区
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　 

　
　
　
　
　 （
℡ 

０
９
３
０
ー
２
３
ー
８
４
９
５
）

お
知
ら
せ

■ 

す
て
き
に
火
曜
日
サ
ロ
ン

日
　
時
　
４
月
17
日（
火
）　
10：00
〜
12：00

場
　
所
　
小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
歴
史
つ
れ
づ
れ

講
　
師
　
塩
塚  

誠 

先
生

＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊

■ 

認
知
症
予
防
脳
ト
レ
教
室

日
時
等
　
４
月
1９
日（
木
）　
10：00
〜
11：30

　
　
　
　
三
原
文
化
会
館
２
階 

大
会
議
室

内
　
容
　
認
知
症
予
防
に
効
果
的
な
体
操
や
レ
ク

　
　
　
　
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

対
　
象
　
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
無
料
　
申
込
不
要

そ
の
他
　
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が

　
　
　
　
あ
り
ま
す
。 

　
　
　
　
社
協
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

主
　
催
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
な
み
ず
き

＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊

■ 

希
色
カ
フ
ェ

　
〜
発
達
障
が
い
の
子
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
　 

家
族
の
語
り
場
〜

日
　
時
　
４
月
21
日（
土
）　
14：00
〜
16：00

　
　
　
　※

毎
月
第
４
土
曜
日

場
　
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
福
祉
団
体
室

対
　
象
　
高
機
能
Ａ
Ｓ
Ｄ（
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ

　
　
　
　
ム
症
）、 

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ（
注
意
欠
陥
・
多
動

　
　
　
　
症
）、 

Ｌ
Ｄ（
学
習
症
）な
ど
の
子（
年
齢

　
　
　
　
不
問
）を
も
つ
家
族（
未
診
断
で
も
大
丈

　
　
　
　
夫
で
す
）

参
加
費
　
無
料  （
申
込
不
要
）

■ 

カ
フ
ェ
さ
く
ら

日
　
時
　
５
月
12
日（
土
）　
10：30
〜
12：00

会
　
場
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

内
　
容
　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、 

介
護
者
Ｏ
Ｂ
の

　
　
　
　
方
や
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
住
民
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
が
、 

コ
ー
ヒ
ー
や
お
菓
子
を
楽
し
み
な
が
ら

　
　
　
　
交
流
す
る
カ
フ
ェ
で
す
。 

楽
し
い
ひ
と
時
を

　
　
　
　
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

対
　
象
　
認
知
症
の
方
、  

介
護
者
の
方
、

　
　
　
　
関
心
の
あ
る
方

参
加
費
　
１
０
０
円

そ
の
他
　
４
人
以
上
の
場
合
の
み
要
申
込

主
　
催
　
介
護
を
考
え
る
会「
な
の
花
」

＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊

■ 

あ
お
ぞ
ら
パ
ー
ク

  ※

P5
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
に
掲
載

 特別養護老人ホーム　 白川園  

（代表）  T E L 0930-23-7117

白川園ショートステイ   　　    

T E L 0930-23-7117

白川園デイサービスセンター   

T E L 0930-23-8623

白川園相談センター  

T E L 0930-23-8650

苅田町包括支援センターしらかわ

T E L 0930-23-7227

※白川園ホームページに　　→→→
　QＲコードからアクセスしてね！

※介護の勉強がしたい方、介護の仕事に就きたい方もお気軽に相談して下さい。

お気軽に相談して下さい
相談してよかった！
と思える対応
を致します。

社会福祉法人
白寿会

介護に疲れ
ちゃった

介護制度につ
いて教えて

ストレスで
いっぱい

良い施設に
入所したい

将来が不安

コレって、
虐待？

ソファーください‼

特別養護老人ホーム 白川園
℡ 0930ー23ー7117　担当：フルカド

ご自宅で使わなくなったソファーを当施設で活用
させて下さい。施設内の憩いの場に設置させて頂
きます。できれば、２人掛け以上を希望します。
支援して頂ける方は下記までご連絡下さい。

寒
か
っ
た
冬
も
よ
う
や
く

終
わ
り
を
告
げ
、
在
処
よ
っ

て
け
ば
ぁ
の
庭
に
も
お
花
が

咲
き
始
め
ま
し
た
。

今
回
は
在
処
で
の
一
日
を

紹
介
し
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
元
気
に
来
処
さ
れ
る
利
用

者
さ
ん
の
笑
顔
に
ス
タ
ッ
フ

も
ほ
っ
こ
り
。
利
用
者
さ
ん
と
会
話
を
し
な
が
ら
表
情
や
様
子

を
見
て
体
調
を
確
認
し
ま
す
。

体
調
を
確
認
し
た
ら
簡
単
な
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
す
。

入
浴
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
入
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
個
別
入

浴
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

昼
食
は
在
処
で
調
理
し
た
温
か
い
食
事
を
摂
っ
て
頂
き
な
が

ら
、「
皆
で
食
べ
る
と
美
味
し
い
ね
」
と
楽
し
そ
う
な
会
話
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
作
品
作
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
さ
ん
と
の
交
流
、

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
や
つ
を
食
べ
た
り
、
懐
か
し
い
歌
や
昔
話
を
し
て
い
る
う

ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
帰
り
の
時
間
に
な
り
ま
す
。

「
ま
た
ね
。
楽
し
か
っ
た
よ
。」
と
笑
顔
で
帰
ら
れ
る
ご
利
用

者
さ
ん
に
ス
タ
ッ
フ
も
笑
顔
で
見
送
り
ま
す
。

在
処
の
一
日
は
こ
の
よ
う
に
し
て
終
わ
り
ま
す
。

在
処
よ
っ
て
け
ば
ぁ
は
い
つ
で
も
気
楽
に
立
ち
寄
っ
て
頂
き
、

介
護
の
相
談
や
、
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

四
十
年
前
、
二
十
人
位
で
始
め
た
生
け
花
で
し
た
が
、

先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
り
、
他
へ
移
住
し
て
い

か
れ
る
方
な
ど
が
い
て
段
々
人
数
が
減
り
、
現
在
は
四

名
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
西
町
の
公
民
館
に
集
ま
り
、
お
花
を
生

け
る
？
と
い
う
よ
り
お
茶
を
飲
み
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
、
色
々
な
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

毎
回
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

在
処
よ
っ
て
け
ば
ぁ

社会福祉法人

〒800－0337　福岡県京都郡苅田町大字稲光1225
TEL　0930－23－5885　FAX　0930－23－5899
Eーmail　honbu@kouwaen.or.jp　http://www.kouwaen.or.jp
苅田町 障害者支援施設  苅田学園

特別養護老人ホーム  いなみつ苑
総合支援センター（相談支援事業）
認知症対応型グループホーム  かすみそう

行橋市
スタッフ募集中！！　見学・相談・利用、入居申込等　お気軽にお問い合わせください。

高齢者複合型施設　おおはし苑（特養・有料・小規模多機能）

グループホーム  いなみつ
託児所　さくらんぼ
パン工房　パンの樹

光和苑
介護付有料老人ホーム

相談においで下さい。

小波瀬

JR小波瀬駅前通  （与原3－8－10）
全３３室 （18㎡）・ 敷金不要
３フロアでの （個別介護） 体制

電話0930－23－8181

楽
し
く
生
け
花
の
意
味
づ
け（
効
用
）

● 

新
し
い
情
報
を
仕
入
れ
る
事
が
で
き
る 

↓ 

情
報
交
換

● 

公
民
館
に
行
っ
て
お
喋
り
す
る
の
が
楽
し
み 

↓ 

引
き
こ
も
り
予
防

● 

お
喋
り
を
す
る
こ
と
で
脳
ト
レ
に
な
る 

↓ 

認
知
症
予
防

「
楽
し
く
生
け
花（
お
喋
り
会
）」

西町区地域のお宝み～つけた

お
宝
（
日
常
の

交
流
）
を
探
し

て
い
ま
す
。

情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

皆さん、こんにちは。介護の仕事に携わる人た
ちを中心に、認知症介護の質の向上を目指した勉
強を行っている私たちハピネスは、平成２８年４月１
日の発足以降、少しずつ仲間を増やしながら、こ
の度３年目の春を迎えました。平成３０年度第一回
の開催は５月です !

介護職として成長したいと感じているあなた。新
年度、一緒に新しいことにチャレンジしてみません
か？ ご連絡お待ちしています !

苅田町認知症ケア専門推進委員会『　　　  』ハピネス

お問い
合わせ

白川園　担当：カミムラ　０９３０－２３－７１１７
博愛苑　担当：イカガワ　０９３－４３６－０７４３
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寄
付
の
お
礼
と
お
願
い

香
典
返
し
寄
付

一  

般  

寄  

付

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
寄
付
金
は
、
所
得
税
の
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
。  

　
二
月
二
十
一
日
〜
三
月
二
十
日
受
付
分

木
　
下
　
静
　
子 

様
（
故 
昌
　
　
昭 

様
）新
　
津

堀
　
　
　
眞
　
悟 

様
（
故 
ツ
ヤ
子 

様
）富
　
久

山
　
田
　
義
　
廣 

様
（
故 

尾
形
久
美
子 
様
）行
橋
市

佐
々
木
　
ア
キ
コ 

様
（
故 

喜
三
郎 
様
）桜
ヶ
丘

井
　
上
　
千
香
子 

様
（
故 

　
尚
　 

様
）光
　
国

中
　
野
　
博
　
子 

様
（
故 

晴
　
　
彦 

様
）山
　
口

佐
　
藤
　
達
　
也 

様
（
故 

千
穂
子 

様
）新
　
津

平
　
野
　
洋
　
子 

様
（
故 

義
　
　
文 

様
）新
　
津

笹
　
原
　
洋
　
隆 

様
（
故 

久
　
　
子 

様
）尾
　
倉

金
　
村
　
順
　
子 

様
（
故 

道
　
　
雄 

様
）尾
　
倉

北
　
原
　
美
千
子 

様
（
故 

松
　
　
雄 

様
）南
　
原

前
　
田
　
ミ
ヱ
子 

様
（
故 

　
勝
　 

様
）磯
　
浜

宮
　
崎
　
孝
　
司 

様
（
故 

賢
　
　
治 

様
）尾
　
倉

匿
名
の
方
１
名
様
よ
り
、
金
一
封
の
寄
付

●
石 

田
　
裕 

士 

様
　
　
　
　
　
　  

金
一
封

●
花
み
ず
き
料
理
教
室
一
同 

様

　〈
小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
民
館
ま
つ
り
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

金
５
，０
０
０
円

●
着
物
ア
ラ
カ
ル
ト
　
し
お
さ
い 

様

　〈
小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
民
館
ま
つ
り
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

金
一
封

●
ハ
ガ
キ
絵
教
室
一
同 

様

　〈
中
央
公
民
館
ま
つ
り
〉　
金
３
，０
０
０
円

●
マ
ン
デ
ー
サ
ロ
ン 

様

　〈
10
周
年
記
念
と
中
央
公
民
館
ま
つ
り
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

金
４
０
，０
０
０
円

●
土
曜
手
づ
く
り
同
好
会 

様

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　 

金
５
，０
０
０
円

●
南
原
小
学
校 

様

　〈
委
員
会
活
動
〉 

　
　
　
　 

プ
ル
タ
ブ
２
袋

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金・苅田町社会福祉協議会 会費・寄付金によって作成されたものです。

【
雨
　
窪
】 • 

酒
　
井
　
成
　
之

【
若
久
二
】 • 

辻
　
本
　
浩
　
二

【
若
　
久
】 • 

志
　
水
　
　
修
　

【
松
　
山
】 • 

伊
　
藤
　
雅
　
英

【
松
　
原
】 • 

渡
　
辺
　
恒
　
宣

【
西
　
町
】 • 

山
　
口
　
由
　
信

【
本
　
町
】 • 

森
　
田
　
喜
　
富

【
中
　
町
】 • 

中
　
村
　
伸
　
一

【
上
　
町
】 • 
稲
　
田
　
豊
　
憲
　

【
幸
　
町
】 • 
宇
都
宮
　
直
　
子

　
　
　
　 • 

山
　
内
　
　
操
　

【
　
提
　
】 • 

柿
　
本
　
　
晃

住
民
会
員 

（
１
口
）一
’二
〇
〇
円

社
協
会
員

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　 

ご
ざ
い
ま
し
た
。

行
政
区

氏
　 名

【
長
　
畑
】 • 

林
　
　
　
浩
　
二

【
浜
　
町
】 • 

濱
　
田
　
進
　
三

【
　
港
　
】 • 

渡
　
邊
　
順
　
市

【
馬
　
場
】 • 

守
　
　
　
一
　
夫

【
南
　
原
】 • 

進
　
谷
　
忠
　
俊

　
　
　
　 • 

森
　
　
　
良
　
枝

【
　
集
　
】 • 

堀
　
　
　
正
　
勝

【
城
　
南
】 • 

向
　
畑
　
康
　
夫

【
尾
　
倉
】 • 

西
　
村
　
憲
　
明

【
近
衛
ヶ
丘
】 • 

三
　
角
　
主
　
計

【
桜
ヶ
丘
】 • 

上
　
瀧
　
　
孝

【
与
原
上
】 • 

井
　
本
　
信
太
郎

【
与
原
下
】 • 

増
　
田
　
忠
　
勝

【
美
波
台
】 • 

中
　
塔
　
一
　
也

【
白
　
石
】 • 

金
　
井
　
千
　
年

【
白
石
３
】 • 

森
　
若
　
雅
　
夫

【
二
　
崎
】 • 

﨑
　
田
　
　
博

【
緑
ヶ
丘
】 • 

池
　
田
　
敏
　
一

【
百
合
ヶ
丘
】 • 

川
　
本
　
正
　
治
　

行
政
区

氏
　 名

【
新
　
津
】 • 

梅
　
田
　
俊
　
明

【
今
古
賀
】 • 

尾
　
形
　
弘
　
子

　
　
　
　 • 

馬
　
場
　
三
樹
男

【
小
波
瀬
】 • 

古
　
賀
　
忠
　
敏

【
猪
　
熊
】 • 

中
　
園
　
史
　
郎

【
木
ノ
元
】 • 

中
　
谷
　
政
　
三

【
浄
土
院
】 • 

大
　
内
　
達
　
朗

【
片
　
島
】 • 

小
　
林
　
正
　
己

【
岡
　
崎
】 • 

川
　
水
　
清
　
身

【
葛
　
川
】 • 

飯
　
尾
　
　
勝
　

【
稲
　
光
】 • 

加
　
藤
　
弘
　
文

【
稲
光
上
】 • 

伊
　
賀
　
一
　
雄

【
八
田
山
】 • 

畑
　
中
　
文
　
雄

【
山
　
口
】 • 

百
　
富
　
良
　
和

【
等
覚
寺
】 • 

中
　
野
　
末
　
生

【
　
谷
　
】 • 

上
　
村
　
直
　
美

【
法
正
寺
】 • 

水
　
口
　
芳
　
正

【
黒
　
添
】 • 

神
　
田
　
正
　
記

【
鋤
　
崎
】 • 

木
　
山
　
充
　
孝

行
政
区

氏
　 名

•
桑
原
医
院

施
設
会
員 

（
１
口
）一
〇
’〇
〇
〇
円

二郎丸 美喜

レストラン 夢の木で働く障
害者の支援員として入りまし
た二郎丸といいます。

障害者支援の仕事は初め
てで、戸惑う事も多いですが、
先輩スタッフに支えられなが
ら、いろんな事を勉強させて
いただいています。

レストランスタッフや障害
者の仲間とお客様が居心地
の良いレストランになるよう、
笑顔で頑張りたいと思ってい
ます。

どうぞ、よろしくお願いし
ます。

新 人
職員紹介

元気回復サロン
元気回復サロンは、在宅で介護

をされている方のリフレッシュを目
的に、ゲームをしたり食事をしたり
しながらワイワイガヤガヤ楽しむ中
で、他の在宅で介護をされている
方と情報交換し、日頃の悩みを打ち
明けられる場を目指して、月に1回
開催しています。4月はゆっくりとお

互いに話しが出来るように情報交
換会を行い、そのあと一緒に昼食
を食べたいと思います。
体験もできますので興味のある

方はぜひご参加下さい。

問合せ：苅田町社会福祉協議会　093ー434ー3641

日　時
場　所
参加費

4月18日（水） 10:00～
パンジープラザ 会議室
300円（昼食代含む）

※参加希望の方はご一報下さい。


